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第５章 成果と課題

本研究の成果と課題については，次のとおりである。

（成果）

○ 学習内容の関連を踏まえたことにより，思考力・判断力・表現力を継続的に育成する際の指

導の考え方を明確にすることができた。

○ 学習内容の関連を踏まえた「判断基準」の設定及びそれに基づく指導と評価の方法を具体化

したことによって，思考力・判断力・表現力を評価する「判断基準」の妥当性を高めることが

でき，評価を適切に行う際の考え方を示すことができた。

○ 評価結果をより効果的に指導に生かす際の考え方を示すことができた。

（課題）

△ 判断基準Ｂを超えたと認められる優れた表現を，適切に評価する手立てを図る必要がある。

△ 「学習内容の関連」及び「判断基準」を用いた，思考力・判断力・表現力を育成する指導と

評価について更に妥当性を追求し，普及を図る必要がある。

おわりに

本研究では，思考力・判断力・表現力を継続的に育成する際の指導と評価の考え方を明確にし，

授業において児童生徒に力を付けるためにどのような手立てを講じることが重要なのか，理論の構

築及び検証を進めてきた。研究を進める中で，学習指導要領の趣旨を踏まえた学習指導の在り方に

ついての一つの提言ができるのではないかとの手ごたえを感じている。各学校で思考力・判断力・

表現力の育成に向けた学習指導の工夫・改善のための参考資料として，ぜひ活用していただきたい。

最後に，本研究を進めるに当たり，貴重な実践事例を提供していただいた研究協力員の皆様方，

御指導や御助言を頂いた鹿児島大学教育学部の髙谷哲也先生に，心からお礼を申し上げたい。
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